
長野看護専門学校 2021 年度 学校関係者評価 

 

Ⅰ．教育理念・目標 

 特に記載することはない 

 

Ⅱ．学校運営 

 COVID-19への対策に関しては独自のフローを作成したうえで学生にも周知し適切に運営さ

れている。感染者が出ても感染拡大とならず、適切な対策であったと考える。 

 

Ⅲ．教育活動 

教員に対しての学生評価を実施しており、評価内容をフィードバックすることにより、教員

の資質向上に努力していることが見て取れる。講義内容の評価のみでなく、実習においても同

じように学生が教員を評価できる仕組みを検討してはどうか。 

 

Ⅳ．学修成果 

不適性による進路の変更がその後の人生にとって望ましい場合はやむを得ないが、学業不振

の学生に関しては有効な学習の方法を実践して一人でも多く卒業生の輩出を望む。 

学業不振の学生、留年者は保護者を交えた個別面談などを実施し、共に進路について相談で

きる環境づくりを望む。 

新卒者を対象とした卒業生アンケートからは、教員の指導や関わり方について、強い不公平

感があるという意見もあり、今後、ハラスメントの観点からの検証や役割別評価（クラス担任

評価や実習領域担当者評価）等、実施してみてはどうか。 

 

Ⅴ．学生支援 

 特に記載することはない 

 

Ⅵ．教育環境 

 近年の災害発生頻度や、校舎の老朽化をふまえ、早急に BCP の作成をしていく必要がある。 

 

Ⅶ．学生の受入れ募集 

 コロナ禍になり、2 年が経過しており、今後は COVID-19 の影響でオープンスクールが開催

できなかった、やらなかったは理由にならない。感染対策を行い実施する方向で検討をしてほ

しい。 

 

Ⅷ．財務 

 定数まで学生を集めることが必要。しかし選考の基準を下げず、適性のある学生を受け入れ

るように努力してほしい。 



 

Ⅸ．法令等の遵守 

  特に記載することはない 

 

Ⅹ．社会貢献・地域貢献 

  地域貢献は学生の時にしか経験できないことも多いため、コロナ禍でも参加できるボラン 

ティア活動等の工夫を検討してほしい。 


